
土地改良団体における男女共同参画
員外理事制度の活用による女性理事登用事例
（農業委員会の委員）

にいな まさこ

仁井名 雅子 さん

北九州・門司の出身。結婚を機に、
笠岡市神島へ。現在、地区外である神
島・古江地区でハウス園芸（ラークス
パー）を営まれています。
大平理事⾧の推薦を受け、令和４年

度から土地改良区の員外理事に就任。
現在２期目。令和元年度より農業委

員としても活躍さています。

A． ハウス園芸の共撰を一緒に行っていた、元農業委員会委員⾧か
ら、農業委員就任の話があったことが始まりでした。その後、元
委員⾧から大平理事⾧を紹介され、土地改良区の理事就任への打
診がありました。
信頼している元委員⾧から「熱意が必要！」と力強い後押しが

あったので、理事をお受けすることにしました。

A． 土地改良区理事と農業委員の仕事を兼任することで、知識や経
験が増えると思いました。大平理事⾧も地域の役員を兼任されて
おり、役が重なることに対して、ネガティブなイメージはありま
せんでした。

理事に仁井名さんを推薦したのは、地域のことをよく
分かっており、農業のことをよく理解されているから。
理事の仕事で分からない部分は、理事同士でカバーして
いけばいい。男性だから女性だからということはないと
思っています。

所在地：岡山県笠岡市 （R5.3.31）
面 積：869ha 組合員：241人
総 代：32人（うち女性１名）
理 事： ９人（うち女性１名）
監 事：５人（うち女性０名）
職 員：３人（うち女性２名）

笠岡湾干拓土地改良区

女性理事が登用されると…

土地改良区で知恵を出し合うために
は、女性の知識や意見が必要。まずは、
女性理事に１人入ってもらえば、２人
３人と女性理事が増え、議論が活発に
なると思います。（大平理事⾧）

土地改良区に女性理事が入ることで、
土地改良区を知らない人にも認知度が
上がり、土地改良区の運営にもよい効
果があると思います。（仁井名理事）

認知度が上がる知恵を出し合える

男性は男性、女性は女性のよさがあり、それぞれよいとこ
ろを反映させることにより、土地改良区の運営の効率がよく
なることが大切。女性理事が入ったことで、理事会の雰囲気
がよくなり、意見が活発に出るようになりました。理事会以
外の話し合いも賑やかになりました。

今後、地域のイベントや清掃活動に参加したいと考えてい
ます。仁井名理事には、女性ならではの細やかさ、段取りの
仕方等を土地改良区で発揮していただきたいです。

大平理事長 仁井名理事

理事⾧の人柄で、女性理事が入りやすいか、発言がし
やすいかどうかも変わってきます。理事⾧がどのような
考え方を持っているかも大切だと思います。

笠岡湾干拓土地改良区では


